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［論者の略歴］
　アルブレヒト・レーマン（Albrecht…Lehmann）は1939年に当時はドイ
ツ領であったシレジアのオーバーラウジッツ地方ルバン（Lubań独名ラウ
バンLauban）に生まれた。ゲッティンゲン大学で社会学・教育学・歴史
学を学び、1975年にニーダーザクセン州の労働者村の民俗研究によって
学位を得た。1981年に「語り物の構造と人生歴」の研究で教授資格を得た。
1985年にハムブルク大学教授となり、同大学の民俗学科と研究所を主宰
し、2005年に定年退官となった。主要な著作などの解説は、今回は紙数
の関係で省く。
　レーマンは2010年に日本民俗学会の大会に合わせて招待来日し、同年
の大会の他、数か所で講演をおこなった。それには岩本通弥東京大学教授
を中心としたドイツ民俗学に関心を寄せる諸氏がレーマンに焦点を合わせ
てドイツ民俗学の動向を探ってきたことが与っている。第二次世界大戦後
のドイツ民俗学を牽引してきた第一・第二世代の次に来るジェネレーショ
ンではレーマンは有力な一人であり、とりわけ社会学と接する研究姿勢で
口承文藝に臨んでいることでは、口承文藝への関心が強い日本の動向と交
差するところがある。
本稿について
　本稿のテーマは、レーマンの業績のなかでは、日本でのこれまでの関心
とはややずれるかも知れない。書誌データに挙げたように、1984年にド
イツの近代史家でケルン大学教授のオットー・ダン（Otto…Dann…1937―
2014）が共同論文集『フェルアイン（クラブ・組合）とドイツの市民社会』
アルブレヒト・レーマン　ドイツ社会とクラブ・組合
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を企劃・編集した。主要には歴史研究で、フェルアインを18世紀末から
現代に近い時代まで幾つかに区分して歴史家たちが分担執筆した。そして
最後に社会学と民俗学からこのテーマへの寄稿が組み込まれた。両分野に
おける問題意識と取り組みの概観が課題で、そのうち民俗学をレーマンが
担当したのである。学位論文の労働者村の研究がフェルアインの実地調査
を踏まえていたことから、最も知見をもつ一人であった。のみならず、レー
マンのその後の研究にも初期の研究視角が多かれ少なかれ活かされている。
　テーマとなったフェルアインとは何か、またこのレーマンの論文の細か
い特徴について解説を加えるべきところだが、二点に絞る。
　先ずドイツ語で《Verein》と呼ばれるものについては、ここでは主に組
合あるいはクラブ・組合と訳した。日本でも古くから知られており、最初
期の訳語は、明治32年に制定された商法の第52条（会社法の最初の条文）
中の、また平成17年の大改正後も継続してもちいられている《社団》で
ある。法人化されると《社団法人》であるが、当時その語は株式会社など
をも含む広義であった（株式社団という言い方がなされていた）。現在で
はドイツでも、会社形式の経営体は含めず、Vereinは主に社団法人・組合・
クラブを指すようになっている。もっとも、そうした法的・社会的性格に
ある団体は、それまた多様である。ドイツ自動車工業会のような巨大企業
の聯絡機関から町の花屋さんや肉屋さんの組合、さらにありとあらゆる文
化・ホビーの集まりにまでわたっている。ほとんどの学会組織もフェルア
インである。また特に日本で知られているのはスポーツ関係で、サッカー・
チームを運営している団体として「ボルシア・ドルトムント」とか「ハム
ブルガー SV」とかは（日本人選手の在籍先として）耳に親しい。SVはス
ポーツ・フェルアインの略称である。
　そうした団体が生活の実際に幾重にもからんでいるのはドイツだけでな
く、多くの西洋諸国に共通と言ってよい。たとえば学校児童の放課後のス
ポーツの活動場所となっている団体もそうである。これについては別稿で
触れたこともあるが、そうした身近な集団のあり方を歴史に遡って学問的
に整理しようとしたのが近代史家オットー・ダンの企劃であった。そこに
民俗学が加わったのは、日常研究の側面から研究を蓄積していたからであ
る。民俗学界でフェルアイン研究の重要性を説いたのはヘルマン・バウジ
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ンガーであるが、レーマンもその刺激の延長線上に位置している。
　二つ目に今日との対比にふれておきたい。本稿が書かれた1980年代半
ばは、民俗学の分野でフェルアイン研究が始まってから現在までのほぼ中
間の時期にあたる。それは単純に時間だけのことではない。以後、研究は
多様化し、その点では本稿は里程標の一つである。言い換えると、たしか
にフェルアインをめぐる歴史的・社会的現実は大筋では本稿が分かりやす
く整理している通りであるが、今日では、レーマンの本稿の頃にはまだあ
まり意識されていなかった角度からの研究にも目を惹くものがある。その
端的な事例は女性史との関りであろう。レーマンの本稿が組合と家庭生活
の関係について一つの型を抽出するところまで進んだのは、労働者村の実
地調査を背景にした大きな知見であった。そこでの指摘の一つ、《村の組
合の実際は、ほとんどもっぱら男性の世界》であり、女性は家族のなかの
男がかかわるの団体の祭りに加わる程度というのは、たしかに事の一面で
あり、大勢でもあった。しかし近年では、教会関係をはじめ組合の広がり
に注目することによって、女性が主体の場合や組合における女性の存在意
義を掘り起こす歴史研究の成果が現われている。またレーマンの本稿から
一世代余りの間の現実の変化でも、女性の組合会長が珍らしくなくなって
いる。これは研究動向と現実の一例だが、そうした変化も今後は組み込む
必要がある。またそこから改めて本稿の整理の意義が見えてくることにな
るだろう。
　なおドイツ民俗学は本邦ではほとんど未紹介のため、キイワードには訳
注をつけた。特にナチス＝ドイツへの抵抗運動《赤いメッシンゲン》（p.…
98）はやや詳しく説明した。フェルアインが関係すると共に、ドイツ現代
史のもっと知られてもよい一齣だからだである。この政治的な事件を多角
的に解明したのはテュービンゲン大学の民俗学のグループで（原注43の
文献）、さらにメッシンゲン市の戦後の労働者の動向をについても共同研
究の成果が刊行されている。
　なお邦訳にあたり版権等でレーマン教授の好意を得たことを付記する。
S.K.…July…’19
